
2020年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2020年1月30日

上場会社名 株式会社　東海理化電機製作所 上場取引所 東 名

コード番号 6995 URL http://www.tokai-rika.co.jp

代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 三浦　憲二

問合せ先責任者 （役職名） 経理部長 （氏名） 篭橋　榮治 TEL 0587-95-5211

四半期報告書提出予定日 2020年2月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2020年3月期第3四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 379,447 0.9 18,590 △15.4 20,580 △12.2 14,357 18.1

2019年3月期第3四半期 376,190 5.8 21,964 3.3 23,446 3.3 12,153 △13.2

（注）包括利益 2020年3月期第3四半期　　15,025百万円 （51.0％） 2019年3月期第3四半期　　9,951百万円 （△53.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第3四半期 157.34 ―

2019年3月期第3四半期 133.19 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第3四半期 388,764 250,203 61.0

2019年3月期 387,556 241,435 59.0

（参考）自己資本 2020年3月期第3四半期 237,192百万円 2019年3月期 228,834百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 32.00 ― 32.00 64.00

2020年3月期 ― 32.00 ―

2020年3月期（予想） 32.00 64.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 505,000 △0.5 25,000 △15.6 27,000 △10.3 19,500 7.8 213.70

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「（3）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期3Q 94,234,171 株 2019年3月期 94,234,171 株

② 期末自己株式数 2020年3月期3Q 2,984,471 株 2019年3月期 2,984,323 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期3Q 91,249,787 株 2019年3月期3Q 91,249,926 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　1.2019年10月30日に公表した連結業績予想は、当第３四半期連結会計期間において、通期連結業績予想を修正しております。 詳細につきましては、本日

　　開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。

　2.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

　 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は379,447百万円と、前年同四半期に比べ3,257百

万円(0.9%)の増収となりました。利益につきましては、連結営業利益は18,590百万円と、前年同四半期に比べ

3,374百万円(△15.4%)の減益となりました。連結経常利益は20,580百万円と、前年同四半期に比べ2,866百万円

(△12.2%)の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は14,357百万円と、前年同四半期に比べ2,204

百万円(18.1%)の増益となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（日本） 

 客先生産台数の増加や新型車種への拡販などにより、売上高は229,954百万円と、前年同四半期に比べ3,837百万

円(1.7%)の増収となりました。営業利益は、売上高の増加や合理化努力があったものの、研究開発費の増加や円高

の影響などにより5,180百万円と、前年同四半期に比べ745百万円(△12.6%)の減益となりました。 

 

（北米） 

 米国における収益認識基準が変更になったことなどにより、売上高は76,526百万円と、前年同四半期に比べ

2,862百万円(△3.6%)の減収となりました。営業利益は、売価変動の影響などにより687百万円と、前年同四半期に

比べ646百万円(△48.5%)の減益となりました。 

 

（アジア） 

 中国での客先生産台数の増加などにより、売上高は103,690百万円と、前年同四半期に比べ3,607百万円(3.6%)の

増収となりました。営業利益は、売上高の増加や合理化努力があったものの、売価変動の影響などにより11,174百

万円と、前年同四半期に比べ2,158百万円(△16.2%)の減益となりました。 

 

（その他）

 売上高は23,165百万円と、前年同四半期に比べ421百万円(△1.8%)の減収となりました。営業利益は、1,395百万

円と、前年同四半期に比べ32百万円(△2.2%)の減益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、主に現金及び投資有価証券の増加により388,764百万円と、前連結会

計年度末に比べ、1,208百万円増加いたしました。負債は賞与引当金の取り崩しなどにより138,561百万円と、前連

結会計年度末に比べ、7,560百万円減少いたしました。純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によ

る利益剰余金の増加により250,203百万円と、前連結会計年度末に比べ、8,768百万円増加いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきましては、2019年10月30日決算発表時の公表値を修正しております。詳細につきまし

ては、本日開示の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 60,698 68,009 

受取手形及び売掛金 65,608 57,776 

電子記録債権 15,861 15,105 

有価証券 11,606 1,501 

商品及び製品 15,933 15,789 

仕掛品 22,536 23,626 

原材料及び貯蔵品 6,723 6,800 

その他 11,355 10,116 

貸倒引当金 △58 △61 

流動資産合計 210,265 198,665 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 35,307 34,391 

機械装置及び運搬具（純額） 33,336 35,159 

その他（純額） 30,303 30,930 

有形固定資産合計 98,947 100,481 

無形固定資産 2,269 2,103 

投資その他の資産    

投資有価証券 29,901 40,679 

その他 46,285 46,941 

貸倒引当金 △112 △106 

投資その他の資産合計 76,074 87,514 

固定資産合計 177,291 190,099 

資産合計 387,556 388,764 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2019年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2019年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 41,247 37,818 

電子記録債務 10,982 11,435 

短期借入金 297 － 

未払法人税等 3,243 3,160 

賞与引当金 8,756 4,942 

製品保証引当金 10,105 7,950 

その他の引当金 283 217 

その他 34,464 35,382 

流動負債合計 109,381 100,908 

固定負債    

社債 10,000 10,000 

役員退職慰労引当金 343 304 

退職給付に係る負債 25,054 25,652 

資産除去債務 121 121 

その他 1,219 1,573 

固定負債合計 36,739 37,652 

負債合計 146,121 138,561 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,864 25,864 

利益剰余金 181,796 190,313 

自己株式 △5,369 △5,369 

株主資本合計 225,147 233,664 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,889 3,984 

為替換算調整勘定 △279 △1,219 

退職給付に係る調整累計額 1,077 763 

その他の包括利益累計額合計 3,687 3,527 

非支配株主持分 12,600 13,011 

純資産合計 241,435 250,203 

負債純資産合計 387,556 388,764 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

売上高 376,190 379,447 

売上原価 322,921 328,952 

売上総利益 53,269 50,495 

販売費及び一般管理費 31,304 31,904 

営業利益 21,964 18,590 

営業外収益    

受取利息 324 370 

受取配当金 444 443 

持分法による投資利益 369 139 

その他 512 1,458 

営業外収益合計 1,651 2,411 

営業外費用    

支払利息 65 55 

為替差損 26 209 

その他 76 157 

営業外費用合計 169 421 

経常利益 23,446 20,580 

特別損失    

減損損失 ※ 3,738 － 

特別損失合計 3,738 － 

税金等調整前四半期純利益 19,708 20,580 

法人税等 6,667 5,349 

四半期純利益 13,041 15,230 

非支配株主に帰属する四半期純利益 888 873 

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,153 14,357 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2018年４月１日 
 至 2018年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2019年４月１日 

 至 2019年12月31日) 

四半期純利益 13,041 15,230 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △2,025 1,116 

為替換算調整勘定 △736 △956 

退職給付に係る調整額 △234 △317 

持分法適用会社に対する持分相当額 △93 △48 

その他の包括利益合計 △3,090 △205 

四半期包括利益 9,951 15,025 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 9,077 14,197 

非支配株主に係る四半期包括利益 874 827 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計方針の変更）

（１）「リース」（IFRS第16号）

 国際財務報告基準を適用する在外連結子会社において、IFRS第16号「リース」（2016年１月13日）を、第１四

半期連結会計期間より適用しております。

 当会計基準の適用によりリースの借手は、原則としてすべてのリースについて資産及び負債を認識すること等

を要求されており、適用にあたっては遡及修正による累積的影響額を適用開始日時点で認識する方法に従ってお

ります。

 これによる当第３四半期連結会計期間末日の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（２）「顧客との契約から生じる収益」（ASU第2014-09号）

 米国会計基準を適用する在外連結子会社において、ASU第2014-09号「顧客との契約から生じる収益」(2014年

５月28日)を、第１四半期連結会計期間より適用しております。

 当会計基準の適用により、約束した財又はサービスが顧客に移転された時点で、当該財又はサービスと交換に

権利を得ると見込む対価を反映した金額で、収益を認識することが求められております。

 当会計基準の適用による当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は以下のとおりであり

ます。

 買戻し契約に該当する有償支給取引について、第１四半期連結会計期間より加工代相当額のみを純額で収益と

して表示しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高が1,402百万円減少しております。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失 

  当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。 

 

前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

場所 用途 種類 金額

日本 生産設備
機械装置及び運搬具

その他
3,738百万円

 当社グループの減損会計適用にあたっての資産グルーピングは、原則として継続的に損益の把握を実施してい

る管理会計上の単位である事業部別に行っております。なお、連結子会社については、主に会社単位を基準とし

てグルーピングを行っております。

 当第３四半期連結累計期間において、市場環境等の悪化により一部の生産設備について帳簿価額を回収可能価

額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に3,738百万円計上しております。 

 その内訳は、機械装置及び運搬具2,871百万円、その他866百万円であります。なお、当資産グループの回収可

能価額は正味売却価額により測定しております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

 該当事項はありません。 
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（セグメント情報）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日  至 2018年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 186,209 79,018 87,581 352,808 23,381 376,190 - 376,190 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

39,907 369 12,502 52,780 204 52,985 △52,985 - 

計 226,117 79,388 100,083 405,589 23,586 429,175 △52,985 376,190 

セグメント利益 5,925 1,333 13,332 20,591 1,427 22,019 △54 21,964 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額△54百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 日本セグメントにおいて、一部の事業環境は厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで減額しており

ます。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間において3,738百万円であります。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日  至 2019年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 191,761 76,081 88,642 356,485 22,962 379,447 - 379,447 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

38,192 445 15,048 53,686 203 53,890 △53,890 - 

計 229,954 76,526 103,690 410,172 23,165 433,337 △53,890 379,447 

セグメント利益 5,180 687 11,174 17,041 1,395 18,437 153 18,590 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額153百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

  ４ 「（会計方針の変更）」に記載のとおり第１四半期連結会計期間より「顧客との契約から生じる収

益」（ASU第2014-09号）を適用しております。

  この結果、従来の方法によった場合と比べて、北米の売上高は、1,402百万円減少しております。
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2020年1月30日

 2020年３月期　第3四半期　決算概要 株式会社　東海理化

Ⅰ．連結決算の概要

１．業績等 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　  

２．売上高の内訳

３．営業利益増減要因 ４．所在地別セグメント (単位：億円未満切り捨て、（　）は構成比率)　

増減率

(％)

売 上 高 3,761 33 -0.5

営 業 利 益 219 -34 -15.6

経 常 利 益 234 -29 -10.3

特 別 損 失 -37 37 －  

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

四 半 期 純 利 益
121 22 7.8

為替レート

Ｕ　　Ｓ　　＄

ユ　　ー　　ロ

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

1 株 当 た り 配 当 金

配 当 性 向 （ 連 結 ）

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 関 連 会 社 数

設 備 投 資

減 価 償 却 費

38－  －  －  －  －  －  

198億円 -16億円

39社

-26

-46

-31

15(3.2)

(6.2)

6社 6社

－  －  

133円19銭 157円34銭

(3.8)

(5.4)

-16億円

(100.0)

143

205

3,794

(5.8) 185

163億円 147億円

18.1

64円00銭－   

5.5 ％ 6.2 ％ 8.3 ％0.7 ％

213円70銭24円15銭

110円

128円

108円

120円

195 (3.9)

250 (5.0)

-12.2 270 (5.3)

(4.9) -15.4

(100.0) 0.9 5,050 (100.0)

増減増減
前年同期

(18.4.1～18.12.31)

当期

(19.4.1～19.12.31)

増減率

(％) (19.4.1～20.3.31)

通期予想

107円

120円

-2円

-8円

－  －  

39社 －   

180億円 151億円 250億円 -3億円

29.9 ％

39社

6社

－   

－   

-29億円

－  

-3円

-7円

15円45銭

0.2 ％

-2.4 ％

－  

－  

☆

※

(単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率) (単位：億円未満切り捨て、（ ）は構成比率) 

要因 金額(億円)

増益要因

・売上増による利益増 33

・原価改善 57

・減価償却費の減 14

　　　　　計 104

減益要因

・売価変動 55

・為替変動による利益減 14

・原材料価格影響 3

・人件費の増 18

・経費の増 他 48

計 138

差引営業利益　減 -34

（１）客先別売上高 （２）製品別売上高　　　 　 

増減率 増減率

(％) (％)

ト ヨ タ 2,461 (65.4) 2,495    (65.8) 34 1.4 ス イ ッ チ 類 1,815 (48.3) 1,800 (47.5) -15 -0.8

ト ヨ タ 関 連 322 (8.6) 341       (9.0) 19 5.8 シ ー ト ベ ル ト 523 (13.9) 555 (14.6) 32 6.2

ス バ ル 165 (4.4) 189       (5.0) 24 14.5 キ ー ロ ッ ク 422 (11.2) 409 (10.8) -13 -3.0

ス ズ キ 110 (2.9) 106       (2.8) -4 -3.7 シ フ ト レ バ ー 368 (9.8) 371 (9.8) 3 0.7

フ ォ ー ド 102 (2.7) 96         (2.5) -6 -6.0 自 動 車 用 ﾐ ﾗ ｰ 90 (2.4) 96 (2.5) 6 6.7

三 菱 75 (2.0) 71         (1.9) -4 -4.9 ｽ ﾃ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ ﾎ ｲ ｰ ﾙ 66 (1.8) 77 (2.0) 11 17.6

マ ツ ダ 42 (1.1) 30         (0.8) -12 -28.6 装 飾 品 45 (1.2) 47 (1.3) 2 4.0

そ の 他 480 (12.9) 462       (12.2) -18 -3.9 農 機 建 機 82 (2.2) 78 (2.1) -4 -4.5

売 上 高 合 計 3,761 (100.0) 3,794 (100.0) 33 0.9 そ の 他 348 (9.2) 357 (9.4) 9 2.6

売 上 高 合 計 3,761 (100.0) 3,794 (100.0) 33 0.9

増減
当期

(19.4.1～19.12.31)

当期

(19.4.1～19.12.31)

前年同期

(18.4.1～18.12.31)

前年同期

(18.4.1～18.12.31)
増減

増減率

(％)

日 本 2,261 (60.1) 2,299 (60.6) 38 1.7

北 米 793 (21.1) 765 (20.2) -28 -3.6

ア ジ ア 1,000 (26.6) 1,036 (27.3) 36 3.6

そ の 他 235 (6.3) 231 (6.1) -4 -1.8

調 整 額 -529 (-14.1) -538 (-14.2) -9 　　－

合計 3,761 (100.0) 3,794 (100.0) 33 0.9

日 本 59 (27.0) 51 (27.9) -8 -12.6

北 米 13 (6.1) 6 (3.7) -7 -48.5

ア ジ ア 133 (60.7) 111 (60.1) -22 -16.2

そ の 他 14 (6.5) 13 (7.5) -1 -2.2

調 整 額 -0 (-0.2) 1 (0.8) 1 　　－

合計 219 (100.0) 185 (100.0) -34 -15.4

営

業

利

益

売

上

高

前年同期

(18.4.1～18.12.31)

当期

(19.4.1～19.12.31)
増減

(注) 1. ☆は売上高について過去最高を示す

2. 1-3月前提レート ＵＳ＄=105円

ユーロ=120円

※　固定資産の減損損失　-37億円



５．貸借対照表 　(単位：億円未満切り捨て)  

６．連結主要データの推移 　(単位：億円未満切り捨て)

Ⅱ．単独決算の概要 (単位：億円未満切り捨て、（　）は売上高比率)　

4,762  4,590  4,819  5,076  5,050  

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

346  305  308  296  
250  

0

100

200

300

400

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

346  321  322  301  
270  

0

100

200

300

400

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

55  

-43  

220  
180  195  

-50

50

150

250

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

219  223  
201  

253  250  

0

100

200

300

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

197  203  209  214  
198  

0

100

200

300

 16/3   17/3   18/3   19/3  20/3(予想) 

（１）売上高の推移 （２）営業利益の推移 

（３）経常利益の推移 （４）親会社株主に帰属する当期純利益の推移 

（５）設備投資の推移 （６）減価償却費の推移 

科　目 前期末 当期末 増減 科　目 前期末 当期末 増減

流 動 資 産 2,102 1,986 -116 流 動 負 債 1,093 1,009 -84

現 金 及 び 預 金 606 680 74 支 払 手 形 及 び 買 掛 金 412 378 -34

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 656 577 -79 電 子 記 録 債 務 109 114 5

電 子 記 録 債 権 158 151 -7 借 入 金 2  － -2

有 価 証 券 116 15 -101 そ の 他 568 516 -52

棚 卸 資 産 451 462 11 固 定 負 債 367 376 9

そ の 他 112 100 -12 社 債 100 100  － 

そ の 他 267 276 9

固 定 資 産 1,772 1,900 128 （ 負 債 計 ） 1,461 1,385 -76

有 形 固 定 資 産 989 1,004 15 株 主 資 本 2,251 2,336 85

無 形 固 定 資 産 22 21 -1 そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 36 35 -1

投 資 そ の 他 の 資 産 760 875 115 非 支 配 株 主 持 分 126 130 4

（ 純 資 産 計 ） 2,414 2,502 88

計 3,875 3,887 12 計 3,875 3,887 12

資　産　の　部 負　債　・　純　資　産　の　部

売 上 高 1,990 59

営 業 利 益 37 -8

経 常 利 益 173 46

特 別 損 失 -38 38

四 半 期 純 利 益 108 82

1 株 当 た り 四 半 期 純 利 益

自 己 資 本 当 期 純 利 益 率

設 備 投 資

減 価 償 却 費

(8.7)

3.0

増減
当期

(19.4.1～19.12.31)

増減率

(％)

90円35銭

－  

(1.9) 29 (1.4) -21.9

－  

219 (10.7) 26.8

(100.0) 2,049

94億円 71億円

(5.4) 190 (9.3)

118円77銭 209円12銭

(100.0)

前年同期

(18.4.1～18.12.31)

62億円74億円

－  

-23億円

－  

-12億円

7.0 ％ 11.6 ％

76.1

4.6 ％

※

※  固定資産の減損損失　-38億円


